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まちとしごと総合研究所とは？

地域づくり・仕事づくりを専門とする 
民間・市民による地域のためのシンクタンク。 

地域の課題解決を切り口に、そこに住まう住民の方々と 
地域の未来を描き、実現していくプロジェクトを複数実施。
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まちづくり



拠点づくり



都市計画づくり





SDGsができる前から京都市とこれまで実施してきたこと (市民協働)
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405件



さらえるキッチン

フードロス関連事業



Sottoおでんの会

自死自殺相談



放課後NPOアフタースクール

放課後の学び場



SDGsを絡ませて進める背景や実際の声
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SDGsを絡ませて進める背景や実際の声

京都市ソーシャルイノベーション研究所の取り組み



SDGsを絡ませて進める背景や実際の声

・事業創造時の視座

・多様な主体との連携

・事業PRにおける共通言語の共有

アクションプランの長期視点での検討、検証 
多様なステークホルダーに対する理解、交流の促進

実現に向けた様々なステークホルダーとの連携の検討 
関係性の構築による新たな事業機会の創出

域内で同様のプロジェクトに取り組む主体同士のつながりづくり 
自分たちの取り組む事業に対する貢献意識の醸成



SDGsを絡ませて進める背景や実際の声

・17の目標視点からの落とし込み

・長期的視点と短期的活動のバランス

課題ありきの活動のスタートによる受益者/関係者との齟齬の発生 
協働や連携ではなく、一方的な活動の発生

プログラム内での事業創出におけるバランス 
短期目標と長期目標の設定の難しさ



どのようにSDGsを 
地域活動に浸透させていくべき？



どのようにSDGsを地域活動に浸透させていくべきと考えるか

①関係性構築や相互の理解促進

②身近な問題から考え、SDGsをヒントに取り組む

③コネクター、アドバイザーの重要性

課題解決のプロジェクト創出を目指すだけでなく 
プロセスにおいて相互理解や、取り組みにおける関係性構築を視座に入れる

身近な身の回りにある違和感やモヤモヤをベースに対話し始め 
社会や世界の問題に接続しながら課題設定を行なっていく

活動の主体だけでなく、周りを取り巻くプレイヤーによる 
SDGs視点でのアドバイスや活動の連携の促進をするポジションが重要


